
 

 

By using 「JCOAL e-book2025」with company’s PR on decarbonization 

efforts!! 
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第 34 回クリーン・コール・デー国際会議・資源の安定供給と脱炭素化シンポジウム 2025 
ご登壇・ご参加の皆様 

2025 年 10 月吉日 
 

一般財団法人カーボンフロンティア機構 
国際事業部⾧ 小田 俊之 

 
「JCOAL e-book2025」への投稿募集 

 
前略 平素は弊財団の活動にご支援等頂き、大変ありがとうございました。特に、9 月上旬の標記
国際会議へのご登壇・ご参加、大変感謝申し上げます。 
 
国際会議のご案内の際にご説明させて頂きました通り、国際会議後の議論の成果を発信する
JCOAL Statement（日英）に留まらず、国際会議の認知度の更なる向上と皆様方のカーボン
ニュートラルの取組みを広く世界にピーアールするために、「JCOAL e-book2025」を作成し、世界
に向けて発信を致します。 
 
e-book には、国際会議の概要に加え、国内外の企業や機関の皆様のカーボンニュートラルへの取
組みをご紹介いたします。国際会議のご登壇の有無に関わらず、皆様の取組みを広く世界に向けて
発信致し、企業の皆様のピーアールの場としてご活用頂きたく、投稿を募集致します。 
 

記 
「JCOAL e-book2025」への投稿募集 

 
１． 冊子名:「JCOAL e-book2025」 
２． 発行日:2026 年 2 月（目途） 
３． 形式:電子版冊子 
４． 各企業へのお願い: 

各社のカーボンニュートラルへの取組みをフォーマット（添付１）にご自由に記入ください（英
語にて）（〆切:2025 年 12 月 26 日（金））。 
記入例（添付２）をご参照ください。 

５． 参考:目次（添付 3） 
６． 問合先:一般財団法人カーボンフロンティア機構（JCOAL） 

 国際事業部 藤田（fujita@jcoal.or.jp）・大島（oshima@jcoal.or.jp） 
 Tel 03-6402-6104   

以上 
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添付１:フォーマット  記入用ワード版は別添 
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別添２ 記入サンプル 
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添付 3：目次 

 

① 表紙 

② 背景（国際会議の歴史・開催趣旨他） 

③ 2025 年度会議テーマ・コンセプト 

④ プログラム 

⑤ 講演者紹介 

⑥ 議事サマリー 

⑦ 後援名義大使館等一覧 

⑧ 大使からの応援メッセージ 

⑨ 企業からのカーボンニュートラルの取組み紹介 

⑩ 前述の企業一覧 

⑪ 共催メッセージ（METI、NEDO、JOGMEC） 

⑫ 主催メッセージ（JCOAL） 

⑬ 参考：JCOAL Statement 

 

 

 

各国に向けて（国際会議に参加されなかった企業も含め）、会議情報等とともに、CN

化・脱炭素化に向けた皆様の活動を発信します。それにより、更にグローバルな研究

者や事業者の国際ネットワークの拡大に貢献するとともに、企業のプラットフォーム

の拡大を狙います。 

 

 

 

 

 

 

  

 


